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第 26回 神奈川県がん診療連携協議会 議事録 

 

日  時：令和３年３月８日（月）17：00～18：30 

配信会場：神奈川県立がんセンター管理・研究棟３階 302会議室 

形  式：Zoomシステムによるオンライン会議 

出 席 者：別添のとおり 

内容： 

１．開会 

金森協議会長より、開会の挨拶があった。 

 

２．県がん・疾病対策課からの事務連絡 

県がん疾病対策課より、以下のとおり事務連絡があった。 

・がん診療連携拠点病院の新規指定について、昭和大学藤が丘病院が地域がん診療連携拠

点病院に、藤沢市民病院が地域がん診療連携拠点病院高度型の指定について了承された。 

・妊孕性温存治療費の助成について、令和 3年 4月から、国が小児 AYA世代のがん患者等

の妊孕性温存療法研究促進事業を開始することになった。 

 

３．議題 

１）第 13回都道府県がん診療連携拠点病院連絡協議会の報告 

金森協議課長より、11月５日に開催された協議会について以下のとおり説明があった。 

・がん患者経験者の治療、仕事の両立支援施策の現状について、療養、就労両立支援指導

料、あるいは両立支援コーディネーターの導入によって、両立の支援をさらに推進する

との報告があった。 

・がん対策推進基本計画について、中間評価を 2020年から 2021年度にかけて行い、2023

年の閣議決定で、第 4期の基本計画が決まるというスケジュールになる。 

２）各部会報告 

 各部会長より、今年度の部会での報告について各部会長から以下のとおり報告があった。 

【がん相談支援部会：得部会長】 

今年度は９月から３回の部会を開催した。会議内容は、①感染拡大防止対策が行われる

中でのがん相談支援センターの運営に関する情報共有、②ワーキンググループ活動の二つ

に分けて検討した。併せて、課題解決に向けて、コロナ禍における相談支援センターの運

営をテーマに研修会を企画するといったことに取り組んだ。このほか、各ワーキンググル

ープ及び全２回実施された研修会についての説明、地域相談支援フォーラムのオンライン

開催を含めた次年度の活動予定について話があった。 

【がん登録部会：小池部会長】 

 今年度は部会をオンライン形式で２月に１回実施した。次年度は 2019年度の全国集計の

報告、婦人科のがん、病理組織についての研修会を開催する予定。 
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 2018年度の集計については、県内の拠点と指定の施設別、部位について、各部位別で 10

症例以下は非公開のため、全てゼロになっている。例年、本集計結果をホームページに掲

載するため、これが公開になるとご承知おきいただきたい。 

【緩和ケア部会：太田部会長】 

 今年度は、１月に部会をオンライン形式で開催した。この時には、東海大学病院医学部

付属病院の緩和ケアの提供体制について講演いただいた。このほか、各施設の共通の関心

事として挙がった、緩和ケア研修会について、厚労省でも指針が出来上がっておらず、そ

の他のところは、オンライン形式でやることについて、認めていく方向になったようであ

る。 

このほか、12月に開催された都道府県がん診療拠点病院の緩和ケア部会について報告され

た。また、次年度の部会方針について、病院を指定状況別に三つのカテゴリに分けて目標

設定に向けて動く旨の報告があった。 

金森協議会長より、資料Ｇにより緩和ケア研修会の取り扱いについて補足があった。 

【地域連携クリティカルパス部会：佐々木部会長】 

今年度はコロナ禍の影響で部会活動はできていない。来年度以降はこのような状況下に

おける連携パスを使い方について振り返り、来年度以降に生かせればとに考えている。 

【がん薬物療法部会：酒井部会長】 

昨年の 10月に済生会横浜市東部病院がオンラインでのピアレビューを行われた。 

済生会横浜市東部病院の高橋副院長より、当日の状況、課題点等について報告いただく。 

このほか、アンケート結果に基づく部会を３月にオンライン形式で開催する予定である。 

３）ＰＤＣＡサイクル推進部会の設立について 

金森協議会長より、各部会で活動しているＰＤＣＡサイクルについて、総括するための

会議体として、ＰＤＣＡサイクル推進部会の設置について提案があった。内容としては、

各部会における臨床指標の設定と評価、アウトカムの共有及び総合訪問調査を別の視点か

ら、検討するといったことが説明された。メンバーとしては、協議会長を部会長として、

各部会長で構成するとのことだった。 

 これについて、決議を図り、意義なしのため、設置について承認された。 

３）その他 

 神奈川県医師会笹生理事、神奈川県歯科医師会の大持常任理事より、挨拶があり、コロ

ナ禍による影響から回復傾向が見られつつも、がん検診の受診率低下が懸念されることも

あり、引き続き医師会、歯科医師会からも連携していくことが確認された。 

 

４．閉会 

 金森協議会長より閉会の挨拶があり、次回は令和３年７月 26日（月）に予定しているこ

との説明があった。 

 

（このほか、参加施設より今年度のがん診療について所感が述べられた） 


